
総 合 評 価 チ ャ ー ト 図 （本州四国連絡橋公団の経営内容の分析と評価）

国 本四道路事業 （収支の現況）
【事業主体】

有 料 道 路 事 業 本 収支率 ２１１
プール制 （cf:日本道路公団 57)

州 (全体収支)
国が本四連絡橋に係
る有料道路事業の計 指 示 → 四

道 画を策定 償 還 計 画 償還をめぐる厳しい状 毎
路 ３ルート 185.7km 国 況の打開が大きな課題 債 務 超 過 年
政 償還期間：50年 ← 度
策 連 ピーク時の未償還残高 多

財 公 団 債 資 4兆7,000億円(H18) 欠損金: 7,242億円 額
全 政 財 引受け → ← 金 絡 赤字基調で推移することは の
国 資 → 投 3 兆1,000億円 調 折り込み済み 欠
交 源 資 達 橋 損
通 の 金 ← 償還 ↑ を
網 制 公 大きな見込み違い 累

約 積
団 通行量の計画と実

績との乖離率は、 ・収入見通しが
道路交通センサス 交通量推計 瀬戸大橋でH8に 出発点
(交通量推計の基礎デｰﾀ) → ﾏｲﾅｽ36.7パｰｾﾝﾄ ・経年的に収入が

見込みを下回っ 経営改善努力のみで収入
↓ た場合、計画自 不足を補うことは困難

→ 体が達成できな ↓
直 轄 事 業 見 込 み 違 い いリスク大

の リ ス ク
債務超過からの脱却がまず必要

収支の見通しの実現性の問題 償還が確実なものとなるよう、
→

収支率好転を前提 追加出資を 計画と実績の不断の見直しが必要
前提

H8収支率 H56収支率
神戸-鳴門ﾙｰﾄ 354 → 11 H9～23
児島-坂出ﾙｰﾄ 170 → 19
尾道-今治ﾙｰﾄ 424 → 27
(参考) 1兆1,850億円
東名 14
中央･名神 16

本四鉄道事業

大鳴門橋鉄道部分
供用可能性低い

資産価額 331億円 → 未利用

維持・管理費は補助金で負担
→ このままでは、公的資金の投入が累増

(補助金累計：１億9,100万円)
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